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ワーク・チームにおけるソーシャル・キャピタルの形成過程とその機能
山　口　生　史
　本年度は、本研究テーマに関する2つの調査を実施した。一つは、インタビューによる質的調
査で、もう一つは質問票による量的調査である。以下にその概要を記す。
1．インタビュー調査
　4社5人の現役の企業従業員を対象に、聞き取り調査を行った。いずれも東京都内で働く従業
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員である。その4社の業種は、リース関係、商社、製薬、印刷・流通で多岐にわたっている。5
人へのアポイントメントは、2009年2月にとり、実施も2月であった。そして、インタビュー
は、一人それぞれ約45分間であった。
　質問は、半構造的なものであった。本研究のテーマである「ソーシャル・キャピタルの形成過
程と機能」に関する大まかで基本的な質問に対して自由に答えてもらい、その回答に応じて、柔
軟に質問をしていった。あらかじめ以下のようなガイドラインを提示した。
　・部署単位の一般的な「ワークグループ」あるいはチームに関しての質問
　・チームあるいはワークグループのなかで、メンバー間の社会関係資本（ソーシャル・キャピ
　　タル）を生み出す過程に関する質問
　・ソーシャル・キャピタルを生み出しやすいワークグループあるいはチームの特徴はなにか、
　　そして、そのためのリーダーの役割についての質問
　・ソーシャル・キャピタルを意識しているか否かにかかわらず、それを生み出すことにつなが
　　っている制度やビジネスプラクティスやHRMについての質問
　・ソーシャル・キャピタルが組織、チーム、個人にいかなる影響を与える可能性があるか、そ
　　して、それがワーカーやメンバーのQWL〔労働生活の質〕にいかに関係がありそうかとい
　　う質問
　データ分析に関しては、まず音声データを文書デ・一・一・タにしたうえで、MAXQDAを使用して、
情報を分析した。本研究のテーマに関係のある情報を拾いとり、それに関して、各々考察した。
2質問票調査
　2009年1月、量的調査のための質問票を完成させた。データの収集に関しては、データ収集
の企業に1月の上旬に依頼し、1月中旬にデータを得た。回答依頼数1719名、回答数559（回収
率32．5％）、うち有効回答は536であった。
　日本の企業で、現在、どのようなワーク・チームが多く存在しているのか、そして、企業従業
員が働くチームあるいはワークグループの協力・サポート関係はどのようなものなのかを概観す
る内容の質問であった。
　この2つの調査（インタビュー調査と質問票調査）のデータ分析を行い、研究成果を論文とし
た。
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